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STEP1～STEP3 の検討結果より、誘導区域を以下のように設定します。 

 

 

  

STEP４ 誘導区域の設定 

桜町商店街から薬王寺
周辺は、門前町の再生等
を推進することから、誘
導区域に設定します。 

美波町医療保健センタ
ー等は、既存施設の維
持・活用に向け、誘導
区域に設定します。 

日和佐うみがめ

博物館カレッタ 

国民宿舎うみがめ荘跡地 

美波町役場 美波町医療保健センター 

薬王寺 

桜町商店街 

道の駅日和佐 

美波町役場の周辺
は、行政機能の維持
を図っていく重要な
場所として、誘導区
域に設定します。 

日和佐公民館 

都市計画区域 
⽤途地域 
鉄道 
都市機能誘導区域 
居住誘導区域 
除外する区域（STEP2） 

基本事項 

既存の遊休施設や日和佐こ
ども園における高台への移
転後の跡地において、今後の
都市の発展を見据え、活用
等を促進していく場所とし
て、誘導区域に設定します。 

日和佐駅、道の
駅日和佐周辺
は、交通結節点
として誘導区域
に設定します。 

日和佐地区高台整備事業により日和佐防災公
園の整備や日和佐こども園の移転を推進して
いるため、都市機能誘導区域に設定します。 

日和佐図書・資料館 

日和佐こども園 

（移転予定） 

徳島県立水産 

高校跡地 

日和佐地区高台整備事業

の計画区域 

日和佐駅 

道の駅日和佐、日和佐図
書・資料館、日和佐公民
館の維持・活用に向け、
誘導区域に設定します。 
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１－３． 誘導区域の設定 
 

設定した居住誘導区域（45.8ha）と都市機能誘導区域（37.１ha）を示します。本町の都市計画

区域に対する用途地域は 5.2％となっており、既にコンパクトな市街地が形成されています。 

 

区域 都市計画区域 用途地域 居住誘導区域 都市機能誘導区域 

面積 1509.8 ha 

78.2 ha 

（都市計画区

域の 5.2%） 

45.8 ha 

（都市計画区域の 3.0%

用途地域の 58.6％） 

37.１ ha 

（都市計画区域の 2.4%

用途地域の 47.４％） 

 

  

都市計画区域 
⽤途地域 
鉄道 

居住誘導区域 

都市機能誘導区域 

基本事項 
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都市機能誘導区域 

都市計画区域 
⽤途地域 
鉄道 
都市機能誘導区域 
滞在快適性等向上区域 
除外する区域（STEP2） 

基本事項 

居住誘導区域 

都市計画区域 
⽤途地域 
鉄道 
居住誘導区域 
都市再⽣整備計画区域 
除外する区域（STEP2） 

基本事項 
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 ２  誘導施設の設定 

２－１． 誘導施設の設定の考え方 
誘導施設は、都市機能誘導区域ごとに立地を誘導すべき施設を設定するものであり、国土交通

省の都市計画運用指針等を踏まえて、本町における誘導施設の検討フローを示します。  

 人口減少等により施設の維持が困難になっていくことが想定される中で、既に都市機能誘導区域

内に立地しており、今後も必要となる都市機能については、誘導区域外への流出を防ぐ視点も重

要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

誘導施設の検討フロー 

 
STEP１  

町の現状から維持・誘導 

が必要な都市機能 

 

 
STEP２  

上位・関連計画の位置付

けから維持・誘導が想定

される都市機能 

 
STEP３  

住民アンケート結果を 

踏まえ維持・誘導が 

望まれる都市機能 

 
STEP４  

STEP1～３を踏まえて誘導施設を設定 
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２－２． 検討フローに基づいた誘導施設の検討 
 

 

 

都市機能に関する現況分析の概要を示します。 

 

都市機能 課題や留意事項等 
誘導施設の 

検討候補 

行政機能 

美波町役場は、町の中心部に立地し、生活利便性が高い一方で、

津波の危険性が高く、行政機能が維持できなくなるおそれがあるこ

とから、災害の危険性が低い地域への移転も含めた検討などが必要

です。 

○美波町役場 

医療機能 

美波町医療保健センターは、用途地域内に立地しており、生活利

便性が確保されています。用途地域外の冨田病院は、日和佐川沿い

に立地していることから、洪水への対応が重要です。 

○美波町医療 

○保健センター 

福祉機能 

福祉センター・地域包括支援センターは、用途地域内に立地して

おり、生活利便性が確保されています。 

入所介護系福祉施設は、用途地域外の西河内に集積して立地し、

生活利便性が確保されていますが、日和佐川沿いに立地しているこ

とから、洪水への対応が重要です。 

○福祉センター 

○地域包括支援

センター 

子育て 

機能 

用途地域内に立地する日和佐こども園は、高台整備事業により移

転を進めています。 

○日和佐こども  

  園 

商業・ 

業務機能 

大規模小売店舗は、用途地域内に１件（コーナンホームストック日

和佐店）となっています。 

○コーナンホーム

ストック日和佐

店 

金融機能 
金融機関は用途地域内に立地し、郵便局は各地域に分散して立

地している状況から、生活利便性が確保されています。 

○金融機関（銀

行 、 JA 、 漁 協

等） 

宿泊機能 
新型コロナウイルス感染症の影響に伴う、来訪者の減少等により

閉業している宿泊施設もあります。 
○宿泊施設 

教育機能 徳島県立水産高等学校跡地の利活用について検討が必要です。 - 

文化機能 
日和佐図書・資料館や美波町コミュニティホールは、様々な文化・

教育活動を維持する上で重要な施設です。 

○日和佐図書・

資料館 

○美波町コミュ

ニティホール 

観光機能 

道の駅日和佐は、賑わいを創出する施設として重要な施設です。

また、用途地域外に立地する日和佐うみがめ博物館カレッタは、リニ

ューアルを進めています。 

○道の駅日和佐 

交流機能 

町全域で集落・交流支援センター、交流施設、集会所・公民館等

は、分散して立地しており、各地域のコミュニティを維持する上で重

要な施設です。 

○日和佐公民館 

 
STEP１  町の現状から維持・誘導が必要な都市機能 
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美波町国土強靱化地域計画（令和４年 2022 年）、美波町総合戦略（令和２年 2020 年）、美

波町地域防災計画（令和４年 2022 年）、都市再生整備計画（令和４年 2022 年）等における、都

市機能に関連する施策を以下に示します。 

 

都市機能 上位・関連計画の位置付け 
誘導施設の 

検討候補 

行政機能 

○市街地の大部分が津波浸水想定区域となっており、被害の軽

減や津波災害時の行政機能の維持のため、役場等の公共施設

については、津波浸水想定区域外への移転等の検討に取り組

みます。(国土強靱化地域計画） 

○美波町役場 

医療機能 

○美波病院と美波町医療保健センターを中心に、大規模災害が

発生した際においても医療の提供を図るため、災害医療マニュ

アルに基づく災害医療体制の構築に努めます。 

(国土強靱化地域計画） 

○美波町医療

保健センター 

福祉機能 - - 

子育て 

機能 

○本町の未来を担う子どもたちの安全・安心な教育の場として、

日和佐こども園の高台への移転整備を行います。 

（高台整備事業） 

 

○子育て世代包括支援センターの設置に向けて検討します。 

（総合戦略）  【既に美波町医療保健センター内に設置済】 

○日和佐こども

園 

 

○ 子 育 て 世 代

包括支援セン

ター 

商業・ 

業務機能 

○他の自治体と連携し、本町が有する様々な企業ニーズの蓄積

を売りにして、サテライトオフィスの更なる誘致に取り組みます。

（総合戦略） 

 

○定住を促すためのきっかけや移住者の交流の場として、コワー

キングスペースの確保、運営を継続して行います。（総合戦略） 

○サテライトオ

フィス 

 

○コワーキング

スペース 

金融機能 - - 

  

 
STEP２  上位・関連計画の位置付けから維持・誘導が想定される都市機能 
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都市機能 上位・関連計画の位置付け 
誘導施設の 

検討候補 

宿泊機能 

○美波町での滞在等を促すために、滞在施設の整備等をはじめ

とした多様な支援の仕組みづくりを検討していきます。道の駅

日和佐や薬王寺に訪れる多くの観光客が、町内の他の観光地

等を利用し滞在することを促すため、地域資源の掘り起こしや

個々の資源の魅力向上等、多様な仕組みづくりや条件整備に

取り組みます。（総合戦略） 

 

○空き家をお試し滞在施設として改修を行い、短期滞在が可能

な施設として活用します。（総合戦略） 

○滞在施設 

教育機能 - - 

文化機能 - - 

観光機能 

○道の駅日和佐の活用強化事業、高付加価値海藻養殖事業等

を推進します。（総合戦略） 

 

○四国地方において数少ない門前町を有する町であり、薬王寺

門前町の再生を図り、地域のにぎわいや活性化につなげてい

きます。門前町の再生に当たっては、増加している外国人お遍

路のニーズを踏まえつつ、景観整備や魅力ある店舗の誘致、開

業支援等を行います。（総合戦略） 

 

○空き家や空き店舗耐震改修（薬王寺門前町）や道の駅＆防災

公園等の新たな機能強化による官民連携手法導入調査を実施

します。（都市再生整備計画） 

○道の駅日和

佐 

 

○空き家や空き

店舗活用施

設 

交流機能 - - 

防災機能 

○大規模災害時の防災活動拠点・災害対策本部の支援機能を有

する防災センターの整備を検討します。（地域防災計画） 

 

○役場庁舎が機能不全に陥った場合の代替施設として、日和佐

中学校に災害対策本部の代替機能を整備し、災害対応体制の

強化を図ります。（地域防災計画） 

○防災センター 

 

○日和佐中学

校 
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住民アンケートでは、都市拠点（日和佐市街地・由岐市街地）における都市機能の維持・充実に

関する質問を行いました。その結果を以下に示します。 

 

■ 都市拠点（日和佐市街地や由岐市街地）に現在ある施設のうち、今後もあり続けてほしいと思う施設 

「病院・診療所」が約７割と最も多く、次いで、「銀行、郵便局」が約５割、「スーパー・商店」が約４

割、「行政施設（役所・出張所）」が約４割となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 都市拠点に新たに立地してほしい施設または、現在より増やしてほしいと思う施設 

「スーパー・商店」が約５割と最も多く、次いで、「飲食店」が約３割、「病院・診療所」が約２割とな

っています。 

  

 
STEP３  住民アンケート結果を踏まえ維持・誘導が望まれる都市機能 

69.9%

21.0%

20.0%

44.6%

18.2%

37.4%

1.8%

4.2%

47.5%

9.7%

5.1%

2.2%

1.0%

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

病院・診療所

介護・福祉施設

こども園などの子育て施設

スーパー・商店

コンビニエンスストア

行政施設（役所・出張所）

図書館

公民館などの交流施設

銀行・郵便局

飲食店

宿泊・観光施設

特になし

その他 n=495

21.6%

18.8%

10.1%

45.5%

19.0%

7.8%

3.2%

4.4%

7.4%

28.1%

15.6%

17.8%

6.3%

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

病院・診療所

介護・福祉施設

こども園などの子育て施設

スーパー・商店

コンビニエンスストア

行政施設（役所・出張所）

図書館

公民館などの交流施設

銀行・郵便局

飲食店

宿泊・観光施設

特になし

その他 n=473

都市機能 誘導施設の検討候補 

行政機能 ○美波町役場・出張所 

医療機能 ○病院・診療所 

商業・業務機能 ○スーパー・商店 

金融機能 ○銀行  ○郵便局 
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 本町では、STEP１～３の検討結果を踏まえ、誘導施設の設定方針を示します。 

 

誘導施設の候補 
STEP１～３ 

設 定 方 針 
誘導

施設 1 2 3 

行政機能 

 

行政施設 ○ ○ ○ 

美波町役場は、大規模災害時においても機能

の維持が望まれるため、安全な地域への移転も

検討し、誘導施設として設定します。 

○ 

医療機能 

 

病院（病床 20

床以上） 
- - ○ 

用途地域外の冨田病院は、災害リスクの高い

日和佐市街地への誘導は望ましくないことや、

病院周辺は医療・福祉機能が集積しており、既

存施設を維持しながら、医療サービスの充実を

図るため、誘導施設として設定しないこととしま

す。 

- 

 

医療保健 

センター 
○ ○ - 

誘導区域内に立地する美波町医療保健セン

ターは、医療機能の拠点的な施設として、既存

施設を維持しながら、医療サービスの充実を図

るため、誘導施設として設定します。 

○ 

 

一般診療所 - - ○ 

一般診療所は、住民のかかりつけ医などとし

て、各地域に立地することが望まれますが、美波

町医療保健センター内の日和佐診療所は、今

後、医師不足等により医療機能の維持が困難と

なるおそれがあることから、人材確保と医療サー

ビスの充実を図るため、誘導施設として設定しま

す。 

○ 

 

調剤薬局 - - - 

各地域に立地する診療所・調剤薬局は、住民

のかかりつけ医などとして必要であり、誘導区域

外の立地も望まれることから、誘導施設として設

定しないこととします。 

- 

福祉機能 

 地域包括支援

センター 
○ - - 

誘導区域内に立地する美波町地域包括支援

センターや日和佐老人福祉センターは、福祉機

能の拠点的な施設として、既存施設を維持しな

がら、福祉サービスの充実を図るため誘導施設

として設定します。 

○  

福祉センター ○ - - 

 
STEP４ STEP１～３を踏まえて誘導施設を設定 
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誘導施設の候補 
STEP１～３ 

設 定 方 針 
誘導

施設 1 2 3 

 入所系介護 

福祉施設 
- - - 

入所系介護福祉施設や居宅系介護福祉施設

は、主に西河内の日和佐川沿いに集積していま

す。また、障がい者施設は主に用途地域外に立

地しています。 

西河内は医療・福祉機能が集積しており、災

害リスクの高い日和佐市街地への誘導は望まし

くなく、既存の施設を維持しながら、福祉サービ

スの充実を図るため、誘導施設として設定しな

いこととします。 

- 

 居宅系介護 

福祉施設 
- - - 

 

障がい者施設 - - - 

子育て機能 

 

子ども家庭 

総合支援拠点・

子育て世代 

包括支援 

センター 

- ○ - 

美波町役場内に設置されている子ども家庭総

合支援拠点は、子どもの健やかな成長をサポー

トする場として、子育てサービスの維持・充実を

図るため、誘導施設として設定します。 

美波町医療保健センター内に設置されている

子育て世代包括支援センターは、妊娠前から子

育て期を安心して過ごせるよう、子育てサービス

の維持・充実に努めるため、医療保健センターと

併せて誘導施設として設定します。 

○ 

 

認定こども園 ○ ○ - 

日和佐こども園は、津波等の災害から安全性

の確保を図るため、高台に移転し、災害時の避

難先としても機能の拡充に努めることから、誘導

施設として設定します。 

○ 

 
児童館 - - - 

美波町児童館は、小学校との連携が重要であ

ることから、誘導施設として設定しないこととしま

す。 
- 

商業機能 

 大規模 

小売店舗 

(1,000 ㎡以上） 

○ - ○ 大規模小売店舗や食料品スーパー等は、誘

導区域外への立地も望まれる施設ですが、買物

場所を確保するなどの住民ニーズ等に対応する

ため、誘導施設として設定します。 

○ 
 食料品 

スーパー・商店

等 

- - ○ 

 
コンビニエンス 

ストア 
- - - 

コンビ二エンスストアは、住民の身近な購買先

として必要であり、誘導区域外の立地も望まれ

ることから、誘導施設として設定しないこととしま

す。 

- 

金融機能 

 

金融機関 ○ - ○ 

金融機関（銀行・JA・漁協等）は、誘導区域外

への立地も望まれる施設ですが、日和佐市街地

に集積していることから、既存施設の立地を活

かし、誘導施設として設定します。 

郵便局は、各地域に立地することが望ましい

ことから、誘導施設として設定しないこととしま

す。 

○ 

 

郵便局 - - ○ - 
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誘導施設の候補 
STEP１～３ 

設 定 方 針 
誘導

施設 1 2 3 

宿泊機能 

 

宿泊施設 ○ - ○ 

宿泊施設は、用途地域内に多く立地しており、

滞在型観光の推進に重要な施設であることか

ら、誘導施設として設定します。 

○ 

文化機能 

 

文化施設 ○ - - 

文化施設である日和佐図書・資料館や美波町

コミュニティホールは、学習の場として活用を図

るとともに、文化活動の拠点となる施設であるこ

とから、誘導施設として設定します。 

○ 

情報交流機能 

 

観光施設 ○ ○ - 

観光施設である道の駅日和佐は、物産館や産

直館を備える観光の拠点的な施設であり、道の

駅を拠点とした防災施策や地方創生に向けた新

たな機能強化に向けた取組を進めることから、

誘導施設として設定します。 

○ 

 集落センター・

交流支援 

センター 

- - - 

集落センター・美波町交流支援センター、美波

町交流拠点施設等は、山村部・海岸部などの各

地域のコミュニティ形成や交流の促進を図る場

であり、各地域に立地することが望ましいことか

ら、誘導施設として設定しないこととします。 

- 

 
交流拠点施設 - - - 

 
集会所・公民館

等 
○ - - 

日和佐公民館は、複合的な利用が行われてお

り、住民の様々な活動の拠点となっていることか

ら、誘導施設として設定します。 

○ 

防災機能 

 

地域防災計画

に位置付けて

いる防災拠点 

施設 

- ○ - 

日和佐市街地では、津波・洪水等により誘導

区域内の全ての地域で浸水する危険性がありま

す。 

日和佐市街地内における安全性の確保を図

ることが重要であることから、防災拠点施設（美

波町役場、美波町医療保健センター、道の駅日

和佐、防災センター（仮称）、日和佐中学校）を誘

導施設として設定します。 

○ 

教育機能 

 小学校 - - - 学校は、「美波町公共施設等総合管理計画」

において、効率的な維持管理を行い、予防保全

の考え方のもと長寿命化を図ることが示されて

おり、既存施設の立地を活かすため、誘導施設

として設定しないこととします。 

- 
 中学校 - - - 

 
支援学校 - - - 
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２－３． 誘導施設の設定 
 
 本町では、立地適正化の方針などのまちづくりの方向性から、以下の４項目の観点から施設を分

類し、誘導施設として設定します。 
 

○ 高台整備事業により設定する誘導施設      

○ 町の活性化や滞在を促進するために設定する誘導施設 

○ 既存施設の活用や生活利便性を確保するために設定する誘導施設   

○ 防災機能を高めるために設定する誘導施設 

 

都 市 機 能 誘 導 施 設 

行政機能 美波町役場 

医療機能 美波町医療保健センター 、 一般診療所 

福祉機能 地域包括支援センター 、 福祉センター 

子育て機能 子育て世代包括支援センター 、 日和佐こども園 

商業機能 大規模小売店舗（1,000 ㎡以上） 、 食料品スーパー・商店 

金融機能 金融機関（銀行、JA、漁協等） 

宿泊機能 宿泊施設 

文化機能 日和佐図書・資料館 、 美波町コミュニティホール 

情報交流機能 道の駅日和佐 、 日和佐公民館 

防災機能 防災センター（仮称） 、 日和佐中学校 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市計画区域 
⽤途地域 
鉄道 
都市機能誘導区域 
居住誘導区域 

基本事項 

⾼台整備事業により設定する誘導施設 
町の活性化や滞在を促進するために設定す
る誘導施設 
既存施設の活⽤や⽣活利便性を確保するた
めに設定する誘導施設 
防災機能を⾼めるために設定する誘導施設 

４項目より分類した誘導施設の立地状況 
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４．高台整備事業や市街地の安全性向上を図る都市機能の維持・誘導 

方 

向 

性 

・日和佐地区高台整備事業では、防災公園の整備とこども園の移転を推進します。また、

大規模災害時において行政運営の維持が求められることから、高台への防災機能の整

備等を検討します。 

・日和佐市街地では、津波・洪水により誘導区域内の大部分で浸水が想定されています。

そのため、日和佐市街地内の防災拠点施設における防災機能の強化や新たな整備に努

めます。 

施 
策 

○日和佐地区高台における防災公園の整備や日和佐こども園の移転、防災センター（仮

称）等の整備検討 

○日和佐地区の防災公園におけるスポーツ・交流活動の場や避難場所・応急仮設住宅の

建設候補地としての活用 

○道の駅日和佐の防災拠点化、日和佐中学校における災害対策本部の代替機能の強化 

施 

策 

○医療・保健・福祉・介護が一体となった地域包括ケアシステムの体制や相談窓口・支援

体制、地域支援事業の充実 

○子ども家庭総合支援拠点・子育て世代包括支援センターにおける子育てサービスの維

持・充実、妊娠期から切れ目のない相談支援が可能な体制づくり 

○移動販売車等による買い物難民対策、道の駅日和佐等の産直物販を行う施設の活用

などによる新規出店への支援、スーパー・商店における地域の充足状況を踏まえた維

持・誘導方法の検討 

〇文化施設である日和佐図書・資料館や美波町コミュニティホールは、学習の場として活

用を図るとともに、文化活動の拠点となる施設として充実 
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５．回遊促進に向けたエリア間連携 

方 

向 

性 

・各エリアに点在する薬王寺・桜町商店街、谷屋、日和佐うみがめ博物館カレッタ、道の

駅日和佐など主要施設の魅力の向上を図り、滞在を促進します。 

・都市のスポンジ化等による市街地の魅力の低下を抑制し、新たな魅力づくりに取り組み

ます。 

・日和佐市街地内の回遊を促進するため、各エリアを相互に行き来できるような仕組み

づくりを検討します。 

施 

策 

○薬王寺門前町エリア及びにぎわい創出エリアから大浜海岸カレッタエリアにおける動

線の形成 

○大浜海岸カレッタエリアの来訪者の増加を図るため、駐車場の確保や道路等の周辺環

境整備 

○外国人も含めた観光案内の強化（案内板等の多言語化、多言語に対応したパンフレッ

トの設置・配布、外国語に対応可能なスタッフの観光案内所への配置、観光案内標識

の整備、ポケットパークの整備による公衆トイレの確保等） 

○薬王寺門前町エリア及びあわえ町並みエリアにおける通りに人を呼びこむため、民間

事業者等と連携した新たな施策の検討 

○歴史・文化・田園景観など、それぞれの地域の実状に合せた景観の保全・誘導を図る景

観計画の策定検討 

○薬王寺門前町エリア・にぎわい創出エリア・あわえ町並みエリアにおける住民や来訪者

の回遊を促進するため、「都市再生整備計画事業」、「都市構造再編集中支援事業」、

「まちなかウォーカブル推進事業」等の支援事業の活用 
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２―３． 地域連携の方針に関する施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１．既存の公共交通の維持と市街地と集落間をつなぐ移動手段の確保  

方 

向 

性 

・公共交通空白地となっている地域は、都市計画区域内の日和佐うみがめ博物館カレッ

タ周辺部、恵比須浜、恵比須浜田井、西河内、都市計画区域外の伊座利から志和岐等

が該当しており、日常生活を支える公共交通の導入を検討します。 

・既存の公共交通（JR、路線バス、病院連絡バス、タクシー、通学バス）においては、運行

の維持に向け、利用促進を図るとともに、必要に応じて見直しを行いながらサービスの

向上に努めます。 

・道の駅日和佐は、交通結節点としての機能を検討します。 

・日和佐市街地へ訪れやすい、また、日和佐市街地内を回遊しやすいと感じる公共交通

の導入を検討します。 

２．由岐市街地等の生活環境の維持・改善   

方 

向 

性 

・由岐市街地には、スーパー等の商業機能が不足していることから、日常生活の利便性向

上に向けた取組に努めます。 

・美波病院は、日頃の医療サービスの充実や災害時対応拠点病院としての機能強化を図り

ます。 

・由岐市街地や各地域は、狭隘な道路網や老朽家屋等で形成されている集落が多く見ら

れ、道路が狭いため建て替えが困難であることや、公園等のオープンスペースがないな

ど、様々な課題を有することから環境整備に努めます。 

・人口減少や少子高齢化の進行に伴い、空き家や空き地等が町内の各地に点在しているこ

とから、適正管理に努めるとともにサテライトオフィスや飲食店など多様な用途で利活用

を促進します。 

・由岐湾内等の各集落は海に面し、津波や洪水による災害が発生した際には集落の大部分

が浸水するおそれがあることから、事前防災と復興への備えに向けた取組を推進します。 

施 

策 

○地域公共交通計画の作成 

○JR や路線バスにおける交通事業者や周辺市町村との連携のもと、サービス水準の維

持・向上や公共交通の利用促進に向けた施策の推進 

○日和佐診療所・美波病院連絡バスの維持、運行範囲やダイヤの見直し検討 

○タクシー助成制度の維持と対象範囲・料金等の見直し検討 

○通学バスの運行維持と効率的な公共交通のあり方を検討 

○道の駅日和佐の機能強化と併せた交通機能の充実の検討 

○都市機能誘導区域内の５つのエリア間連携や町内外からのアクセス性向上に寄与する

公共交通の導入検討 

○公共交通空白地の解消に向けた多様な交通モード（自家用有償旅客運送、AI や ICT

等を活用した新たなモビリティ、海上交通など）の導入に向けた検討 
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施 

策 

○地域の農業や漁業と連携した商店の創出、移動販売車等による買い物難民対策の推進 

○美波病院における地域包括ケアシステムの充実、災害時における医療体制の構築や非

常用物資等の備蓄 

○住宅などが密集した市街地の解消に向けた空き家の除却・活用、道路の拡幅、ポケット

パークの整備等によるオープンスペースの確保 

○「空家等対策計画」に基づき、空き家実態調査の実施、管理不完全な空家の除却、住居・

業務施設・交流施設・宿泊施設等の多様な用途での利活用の促進 

○日和佐城山公園等の維持管理と更なる活用、空き家の除去により発生する空き地等を

活用した公園・緑地の確保の検討 

○由岐市街地・田井・木岐における特定環境保全公共下水道と伊座利・志和岐における漁

業集落排水施設の整備、その他の地域は地域に適した整備 

○自主防災会が主体となり、震災過疎防止を目的とした高台造成地整備の実現に向けた

支援 

３．地域コミュニティ形成に向けた施設・産業・資源の維持・活用   

方 

向 

性 

・交流施設である地域交流支援センター・集落センター・公民館等は、町内の各地に立地

しており、地域活力の維持やコミュニティの存続・活性化において必要な施設であること

から、施設の維持と活用に努めます。 

・各地域における農業・漁業・林業、薬王寺やアカウミガメの産卵地である大浜海岸等の

観光資源、日和佐八幡神社秋祭り・赤松吹筒花火・由岐の各種秋まつり等の伝統文化な

ど、様々な資源を活かした地域づくりを推進します。 

施 

策 

○地域交流支援センター・集落センター・公民館等の維持と活動の充実、指定避難所である

交流施設の耐震化 

○既存の地域づくり支援事業の活用をはじめ、各種支援制度の周知や地域活動における補

助申請等を支援する体制づくりの検討 

○農業振興施策と連携した農地の保全、農道等の農業基盤の整備・維持管理、都市農村交

流の促進等による農地の活用、鳥獣被害対策の推進 

○保安林等の法規制の指定に基づく保全、自然体験や学習の場としての活用促進 

○水産資源の保護、漁業体験等の多様な利用促進、里海の活用や禁漁区制度等の導入を

検討し「みなみの海業」としての確立 

○各地域に点在する文化財や史跡、神社仏閣等の地域固有の歴史資源の保全・活用 

○日和佐八幡神社秋祭りや由岐の各種秋まつり、赤松吹筒花火等の伝統文化の継承 



 

 

 



 

 

 

 

 

第 ８ 章  

 

評 価 指 標  
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 １  評価指標の検討 

 

本計画全体に係る基本理念及び立地適正化計画の３つの目指すまちの姿の実現に向け、誘導

施策等の進捗状況を適切に評価するため、評価指標を設定します。 

 

 

  住んでよかったと実感できる持続可能なまち 

～未来につなげる“にぎやかそ”のまちづくり～ 

基
本
理
念 

３
つ
の
目
指
す
ま
ち
の
姿 

各
方
針 

誘
導
施
策 

評
価
指
標 

防災・居住の方針 

事前防災と事前復興に
より災害に柔軟に対応
できるまちづくり 

防災・居住に関する 

具体的な方針 

防災・居住に関する 

誘導施策 

老朽危険空家の除却件数 

居住誘導区域の人口密度 

都市機能の方針 

新たな魅力を発見し 

滞在したくなる 

まちづくり 

都市機能に関する 

具体的な方針 

都市機能に関する 

誘導施策 

道の駅日和佐の利用者数 

空き店舗の利活用件数 

日和佐うみがめ博物館 

カレッタの来館者数 

地域連携の方針 

地域連携に関する 

具体的な方針 

地域連携に関する 

誘導施策 

病院連絡バスの利用者数 

タクシー助成利用者数 

美波町に住み続けたいと思う町民の割合 

 

地域公共交通計画の策定 
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 ２  評価指標の設定 

２―１． 防災・居住に関する評価指標 
 

■ 防災に関する評価指標 

日和佐市街地の大部分は、津波等による浸水が懸念される中で、特に日和佐浦においては、空

き家が数多くあり、津波等により多くの家屋流出や家屋倒壊により避難の弊害となるおそれがあり

ます。また、地域の魅力低下や景観の悪化等にも影響することから、老朽危険空家の除却による市

街地の安全性向上を目指します。 

 

評価指標 
令和４年 

（実 績） 

令和 15 年 

（中間目標） 

令和 25 年 

（最終目標） 

老朽危険空家の除却件数 

【累計】 
75 戸 225 戸 275 戸 

 

■ 居住に関する評価指標 

本町は、既に用途地域を中心としたコンパクトな市街地が形成されており、持続可能なまちを目

指すため、現在の居住環境の維持・向上を図ります。そのため、都市のスポンジ化対策や都市基盤

整備等により居住環境を整えるとともに、移住・定住人口の増加に向けた取組など、多様な施策を

展開することにより、居住誘導区域内の人口密度を可能な限り維持することを目指します。 

 

評価指標 
平成 27 年 

（実 績） 

令和 12 年 

（中間目標） 

令和 22 年 

（最終目標） 

居住誘導区域の人口密度 39.1 人/ha 35 人/ha 30 人/ha 

 

  

居住誘導区域の人口密度 

※居住誘導区域内人口は 100m メッシュのデータを用いて算出 
※可住地人口密度は、美波町都市計画基礎調査（H2８）の土地利用現況の可住地として示されている田・畑・山

林・住宅地・商業地・工業地・その他の空地より面積を算出 

※GIS による計測のため、人口及び人口密度は誤差を有している 
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２－２． 都市機能に関する評価指標 
 

本町の観光振興において、薬王寺門前町、道の駅日和佐、日和佐うみがめ博物館カレッタなどの

主要な観光資源が位置する日和佐市街地内の各エリアを活かしたまちづくりの展開とともに、まち

なかの滞在と回遊を促すことが重要です。そのため、関係・交流人口の増大を図り、移住・定住に繋

がるよう各種施策を推進します。 

 

評価指標 
令和４年 

（実 績） 

令和 15 年 

（中間目標） 

令和 25 年 

（最終目標） 

道の駅日和佐の利用者数 

【単年度】 
148,629 人 180,000 人 200,000 人 

日和佐うみがめ博物館カレッタ

の来館者数【単年度】 
33，532 人/年 ４５，０００人/年 

空き店舗の利活用件数 0 件 3 件 ５件 

 

２－３． 地域連携に関する評価指標 
 

本町では、公共交通空白地である地域が広範囲で見受けられており、市街地と各集落が相互に

行き来しやすいよう、公共交通の確保・充実が必要です。そのため、地域公共交通計画の作成に取

組み、公共交通空白地における移動手段の検討を引き続き行うとともに、町で運営する病院連絡バ

ス及びタクシー助成制度の見直し検討や利用促進を図りながら、公共交通ネットワークの強化に努

めます。 

 

評価指標 
令和４年 

（実 績） 

令和 15 年 

（中間目標） 

令和 25 年 

（最終目標） 

地域公共交通計画の作成 未着手 作成・計画推進 見直し・計画推進 

病院連絡バスの利用者数 

【単年度】 
4，083 人/年 ４，０００人/年 

タクシー助成利用者数【累計】 487 人 ５５０人 ６００人 

 

２―４． 期待される効果 
 

まちづくりの方針を踏まえた目標を達成し、本計画で目指すまちづくりが実現することで、まちに

対する愛着や誇りが向上し、住み続けたいと思う町民の増加を目指します（数値は総合計画アンケ

ート結果）。 

 

目標指標 
令和４年 

（実 績） 

令和 15 年 

（中間目標） 

令和 25 年 

（最終目標） 

美波町に住み続けたいと思う 

町民の割合 
64.7% 67.5% 70.0% 

 



 

 

 

 

第 ９ 章  

 

届 出 制 度  
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 １  都市機能誘導区域に係る届出 
 

都市機能誘導区域外又は居住誘導区域外における開発や施設整備等を行う場合は、行為を行

う 30 日前までに町長への事前届出が義務づけられています。ただし、この届出は立地を制限する

ものではなく、届出の機会に町と事業者がまちづくりの観点から協議を行うことで、より良いまちづ

くりに資する事を目的としているものです。また、都市計画法に基づく開発行為の許可等の手続き

は別に必要となります。 

都市再生特別措置法第 108 条及び第 108 条の２に基づき、本計画で定めた都市機能誘導区

域外で次の行為を行おうとする場合や都市機能誘導区域内の誘導施設の休止・廃止は、届出が必

要となります。 

 

（１） 届出対象行為 

【届出の対象となる行為】 

開発行為 ・誘導施設を有する建築物の建築目的の開発行為を行おうとする場合 

建築行為等 

・誘導施設を有する建築物を新築しようとする場合 

・建築物を改築し、又は建築物の用途を変更して誘導施設を有する建築

物とする場合 

休止・廃止 ・都市機能誘導区域内の誘導施設を休止し、又は廃止する場合 

 

 

  

①病院が誘導施設として設定された都市機能誘導区域であるため、届出が不要 

②病院が誘導施設として設定された都市機能誘導区域があるものの、その区域外であるため届出が

必要 

③他の都市機能誘導区域において病院が誘導施設として設定されているが、当該地区ではその設定

がないため、届出が必要 

届出対象のイメージ（例：病院を建設しようとした場合） 
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（2） 届出運用フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２  居住誘導区域に係る届出 

 

都市再生特別措置法第 88 条に基づき、本計画で定めた居住誘導区域外での次の行為は届出

の対象となります。 

 

（１） 届出対象行為 

【届出の対象となる行為】 

開発行為 

①３戸以上の住宅の建築目的の開発行為 

②１戸又は２戸の住宅の建築目的の開発行為で、その規模が 1,000 ㎡以

上のもの 

 

建物用途が、

設定された誘導施
設に該当するか

立地場所が
都市機能誘導

区域外か

立地場所の

都市機能誘導区域
の誘導施設に該当

するか

他の都市機能

誘導区域で設定
された誘導施設
に該当するか

届出必要 届出不要

はい

いいえ

いいえ

はい

いいえ

はい

はい

いいえ

誘導区域内の

誘導施設の休止・
廃止

 



260 

 

 

建築行為 

等 

①３戸以上の住宅を新築しようとする場合 

②建築物を改築し、又は建築物の用途を変更して住宅等とする場合 

 

 

（２） 届出運用フロー 

 

 

 

 

 

 

 

3戸以上、または1000㎡以上
の開発行為・建築等行為か

立地場所が
居住誘導区域外か

届出必要

はい

はい

届出不要

いいえ

いいえ



 

 

 

 

 

第 10 章 

 

まちづくりの推進方策 
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 １  協働のまちづくり 

 

 
本計画に掲げたまちづくりの将来像や目標等を実現していくために、住民、企業、行政等が

目標を共有し、各々が適切な役割分担のもとに協力し合う「協働」によるまちづくりを推進して

いきます。 

 

 

まちづくりの主役は住民であり、住民がまちづくりに積極的に参加するこ

とが求められます。 

 

企業は、周辺の環境や調和に配慮しながら事業活動を継続するとともに、

まちづくりに積極的に貢献することが求められます。 

 

町は、まちづくりの推進にあたり、積極的な情報発信を行うとともに、住民

や企業の意見聴取、調整を図ることが求められます。 

 

 

 

 ２  都市計画制度の活用 

 

 
本計画に定めたまちづくりの方針等に従い、多様な都市計画の制度・事業を活用・実施して

いくために、法に基づいた都市計画決定手続きを適切に行います。 

また、本町の都市計画区域は限られた範囲ですが、本計画は、幅広いまちづくりの計画とし

て定めたものです。そのため、都市計画制度に囚われることなく、様々な制度・事業の活用を

図り、まちづくりの将来像や目標等の実現を図っていくこととします。 

なお、立地適正化計画は、居住や都市機能の誘導を図りながら都市構造を再構築していく

性格を有しており、短時間で実現するものではありません。長期的な視点で計画的に進めてい

くべきものであり、国による居住誘導区域及び都市機能誘導区域を対象とした様々な支援施

策やコンパクトシティの形成に資する関連施策等を効果的に活用していきます。 

  

 

住民 

企業 

町 
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 ３  計画の進捗管理 

 

 

本計画は、本町の都市計画行政やまちづくりの指針として、各種の制度や事業を活用しなが

ら進めていくこととなりますが、第８章に定めた評価指標等を用いて、計画の進捗状況の把握・

評価、取組の見直し・改善を図る PDCA サイクルに基づき、計画を推進します。 

また、本計画の計画期間は長期にわたることから、法制度の改正や社会経済情勢の変化、

住民意向等を踏まえ、適切な時期に見直しを行っていきます。 

 

 

住民

企業

町

Plan

計画

Do

実行

Check

点検

Action

改善

 


